
内分泌かく乱化学物質（環境ホルモン）連続セミナー2回
目、男性の精子数の減少をはじめとする様々な生殖能力
低下の影響を検証してきたシャナ・スワン博士の講演です。

スワン博士たち研究チームが2017年に発表した論文は、
西欧諸国の男性の精子数が1973-2011年の間に50～
60％減少したことを科学的データに基づき示したもので、
注目を集めました
この論文をもとに書いた
「Count Down」（ステイシー・
コリーノと共著）は米国でベ
ストセラーになり、日本でも
「生殖危機」（野口正雄訳、
原書房）として2022年1月に
出版されました。

精子数の減少は1990年代
に環境ホルモン問題が初め
て提起された当時から指摘
され論争になっていました。
スワン博士は当初、懐疑
的な立場から検証を始めた
ものの、やはり精子が1年で
約1％の割合で減少し続け
ていることを明らかにしました。
さらに悪化しているのは精子数だけでなく、男性の勃起
障害の発生率や、女性での流産率なども、同じ割合で増
加し続けていることが指摘されています。

それら生殖能力低下の原因に、プラスチックに含まれる
フタル酸エステル類やビスフェノール類、難燃剤、農薬など
の化学物質にあることも、新しい研究で明らかにしてきまし
た。

博士は、これらの内分泌かく乱化学物質が、人類の未来
を危険にさらしていると警告しています。
日本でも不妊が社会問題になっており、環境ホルモンの
影響を再考する必要があるのではないでしょうか。
本セミナーでは、環境ホルモンの生殖系への影響につい
て、主にお話し頂きます。ぜひご参加ください。

環境ホルモン研究最前線 国際市民セミナー第２回

約40年間に50‐60％精子数が減少

環境ホルモンによる生殖能力低下

2022年10月4日（火）

午前10時30分～12時
アメリカからのオンライン講演となるため日本
での午前中の時間となります。ご注意ください。

日時

Zoomウェビナーでライブ配信
逐次通訳付き

会場

参加費

講師 シャナ・H・スワン博士
Dr. Shanna H Swan

第２部

お問い合わせ お申込み

NPO法人ダイオキシン・環境ホルモン対策国民会議

〒136‐0071 東京都江東区亀戸7－10－1 Zビル4階
Tel.03-5875-5410  Fax.03-5875-5411
Homepage: www.kokumin-kaigi.org
Email:kokumin-kaigi@syd.odn.ne.jp

無料
参加ご希望の方は、下記のメールアドレスにお申
し込みください。ZoomウェビナーのURLをお送りし
ます。
（kokumin-kaigi@syd.odn.ne.jp）

このセミナーは2022年度
地球環境基金の助成を受けて開催されます。

米国ニューヨーク州マウントサイナイ・アイカーン
医科大学の環境医学・公衆衛生学教授。
専門は環境・生殖疫学。20年以上にわたり世界的

な精子数の減少及び生殖器系の発生と神経発達
に対する化学物質の内分泌かく乱作用の影響を
研究してきた。

http://www.kokumin-kaigi.org/
mailto:kokumin-kaigi@syd.odn.ne.jp）でお申し込みください。youtubeのライブ配信URL

